	　平成１９年度　みえ若者就労支援ネットワーク会議　要点

	全体会

	第1回
	●平成１９年度ネットワーク会議のメインフレームの共有を行った

	第2回
	●分科会のメンバー決定
〈内訳〉①『ニート発生予防策』検討部会 ･･･ 7名　
②『支援ネットワーク拡充』検討部会 ･･･ 14名
③『当事者サポート』検討部会 ･･･ 9名　　　　　　【全30名】

	　分科会
	予防
	支援ネットワーク拡充
	当事者サポート

	第3回
方向性提示
	●現状：人と社会とのつながりが失われており、学校と社会とのギャップが拡大している
●課題：生きる意義や働く意義を見直し、基本となる考え方を提示する
	●ネットワークへの参加を呼びかける対象を、企業・市町・地域とし、それぞれについての課題を抽出する
●若者就労支援の中でのボランティアの位置づけが課題となる
●ネットワーク内での連携を密にしていくための課題を抽出する
	●当事者の特徴を理解することが必要となる
●マスコミ等を通じた啓発が必要となる
●支援者の力量の向上と、ネットワークの拡充が課題となる

	第4回
課題提示
	●予防の対象者を定めて共有する必要がある
●子どもと大人の間に「働くこと」に対する意識のギャップがある
●子どもを対象に、働くことの意味を問うワークショップを開催してはどうか
	●市町がセミナー参加者へアプローチし、当事者との関係を密にしていく
●「地元では相談しにくい」という意見に配慮し、他地域との連携をはかる
●就労体験後（＝「出口」）に係る支援ネットワークの拡充が必要
	●サポートする際には、当事者が進む方向選択に与える影響を最小限に止めるよう配慮する
●そのために当事者が選択できるサポートの幅を広くし、包括的に支援できるようなネットワークをどう構築していく

	分科会
	予防
	支援NW拡充【入口】
（相談窓口等に係る）
	支援NW拡充【出口】
（就労体験後に係る）
	当事者サポート

	第5回
方針提示
	予防のための方針と方策
●〈方針〉「働くこと」に必要なコミュニケーション能力を「遊び」を通して子どもに習得させる
●〈方策〉方針を実現するための“場”づくりを行う
	●若者就労支援担当窓口の役割を明確にし、関係部局との連携をはかる
●対象者を市町レベルで把握するとともに、現場職員のフォローアップを行う
	●「出口」とは、「就労体験終了後に、金銭的な対価を得られている状態」を指す
●「自立」とは、「本人が満足のいく一定の収入（金銭の対価）を、一定期間継続して得ること」を指す
	●「当事者」とはニート、ひきこもり状態から脱却したい意思表示があり、窓口等に相談する者である
●当事者サポートを行う際には、そのサポートが適切であるかどうかを見極めながら行うべき

	第6回
方策提示
	●「遊びをマジメにアカデミックに展開」をコンセプトに、遊び推進プロジェクトを実施する
●長期的な目標は、三重県主催の「世界遊びサミット」
	●電話を受けた人が継続的に相談に乗れるように、市町の窓口の体制を整える
●窓口担当者に経験を積ませ、当事者の状況を見極められる能力を磨かせる
●「出口」を見据えて市町単位の事例をより広い地域で共有し、それを基に担当者が研修や助言を受けられる組織をつくる
	●就職する人に対してはニーズに合った情報提供を、すぐに就職しない人に対しては社協やＮＰＯ、個人や法人の事業所でボランティアする機会を提供する
●事業所に対して臨機応変のアプローチを行い、ネットワークと事業所のつながりを深める
	●当事者のステージに合わせたサポートを行う
●支援者の勉強会を行う
●資金が無くなった場合にも現状のように支援できるかどうかが課題となる


